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【BasicⅠ】 

実技試験 ＜初見１・２＞ 例題集 

 

［初見１］ 

●BasicⅠでは、ダイアトニック・コードおよびセカンダリー・ドミナントを主に使用したコード＆メロデ

ィー譜をヘッド・アレンジして演奏します。長さは譜面通り（１コーラス）で構いません。 

コードを正しく理解していること、基本的な演奏技術とテンポ感・リズム感を持っていることを確かめ

るものなので、高度なアレンジは必ずしも必要ありません。 

・コードの間違いがなく、基本形や転回形が適切なポジションで使用されているか 

・テンポの安定感があり、流れが止まらずに弾き通せているか 

が重要なポイントです。 

したがって、シンプルな演奏でも、曲としてスムーズに演奏することを心掛けましょう。 

アレンジの内容は自由ですが、ここでは、最もベーシックなコード伴奏の例を示します。 

 

 

・以下の譜面をもとに、簡単なヘッド・アレンジをして演奏する。 

・代理コード、テンションの使用は任意。 

・予見時間は初見１・２合わせて３分間。 

 

問題例① 
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（アレンジ例①－１） 

 

 

 

（アレンジ例①－２） 

（以下略） 
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問題例② 

 

（アレンジ例②） 
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●以下、アレンジ例は省略します。例①②を参考に、ヘッド・アレンジしてみましょう。 

問題例③ 

 
 

 

問題例④ 
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問題例⑤ 
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［初見２］ 

●初見２は、２段譜の演奏です。楽譜通りミスなく弾くことが大切ですが、それだけでなく曲としてまと

まっているか、コードやメロディーの流れを把握して、スムーズに表現できているかもポイントです。 

特に、途中で止まったり弾き直すことがないように、自信を持って演奏しましょう。 

 

 

問題例① 
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問題例② 
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問題例③ 
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問題例④ 

 


